
年金分割（２０２５年２月１２日掲載）

２種類の方法　夫婦間で話し合いを　

【質問】

　離婚するときの「年金分割」とはどんな制度で、どのような手続きをしたらよい

のでしょうか。

【回答】　　　　　　　　　　　　　　　　　

　離婚を考える際に重要なのが「年金分割」です。これは、婚姻期間中に夫婦が協

力して得た厚生年金を、離婚時に分割する制度です。将来受け取る年金が減ってし

まう可能性があるため、きちんと理解しておく必要があります。

　年金分割の対象となるのは、原則として婚姻期間中に加入していた「厚生年金」

です。国民年金は対象外となります。双方が会社員や公務員として働いていた期間

だけでなく、一方が専業主婦（夫）等の場合でも、第３号被保険者期間は分割の対

象となります。

　年金分割には、「合意分割」と「３号分割」の２種類があります。合意分割は、

夫婦の話し合いで、分割の割合を決める方法です。割合は０％から１００％の間で

自由に決めることができます。３号分割は、第３号被保険者期間の厚生年金を、自

動的に２分の１ずつ分割する方法です。どちらの方法を選択するかは、夫婦間でよ

く話し合って決める必要があります。

　年金分割を行うには、以下の手続きが必要です。①離婚前に、日本年金機構に

「年金分割のための情報通知」を請求します。これは、夫婦それぞれの年金加入記

録を確認するためのものです。②情報通知の内容を基に、夫婦で分割方法や割合に

ついて話し合い、合意します。話し合いで合意に至らない場合は、調停や裁判で決

めることになります。③離婚後２年以内に、日本年金機構に「年金分割の請求書」

を提出します。請求書には、分割割合を定めた合意書や調停調書、判決書等を添付

する必要があります。なお、合意書の場合は、公正証書又は公証人の認証を受けた

私署証書でなければ、当事者双方又はその代理人が年金事務所に行く必要がありま

す。

　年金分割は、離婚が成立しても自動的になされるものではありません。必ず請求

の手続きをしてください。離婚後２年を経過すると、請求ができなくなります。年

金分割は、老後の生活設計に大きく影響する制度です。離婚前に十分に検討し、後

悔のない選択をしてください。　

（弁護士　石原詢二）


